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スイス政府観光局･市立大町山岳博物館共同企画展/ユングフラウ鉄道全線開通100周年記念

｢スイス山岳観光の黄金期と日本人　-その魅力と文化を伝えた人々- ｣
会期:平成24年7月14日(土) ～10月21日(日)

共
同
企
画
展
の
開
催
に
あ
た
っ
て

牛
越
　
徹

市
立
大
町
山
岳
博
物
館
は
昨
年
､
創
立
六
十
周
年
を
迎
え

ま
し
た
｡
こ
れ
ま
で
､
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
の
皆

様
と
関
係
者
の
皆
様
に
､
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
｡

さ
て
､
こ
の
た
び
山
岳
博
物
館
で
は
､
ス
イ
ス
政
府
観
光

局
と
の
共
同
企
画
展
と
し
て
｢
ス
イ
ス
山
岳
観
光
の
黄
金
期

と
日
本
人
-
そ
の
魅
力
と
文
化
を
伝
え
た
人
々
⊥
を
開
催

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
｡

こ
の
展
覧
会
は
､
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
を
代
表
す
る
ス
イ

ス
で
最
も
有
名
な
登
山
鉄
道
｢
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
鉄
道
｣
が
､
今

年
八
月
に
全
線
開
通
百
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま

す
こ
と
か
ち
､
一
昨
年
､
ス
イ
ス
政
府
観
光
局
か
ゝ
皇
帝
企
画

の
ご
提
案
を
い
た
だ
き
､
と
も
に
企
画
･
準
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
｡
今
回
は
併
せ
て
､
平
成
十
二
年
の
｢
ス
イ
ス
ア
ル

プ
ス
博
物
館
｣
閉
館
に
伴
い
当
館
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
貴

重
な
収
蔵
資
料
も
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
｡

"
山
と
水
の
美
し
い
国
"
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
国
際
的
に
定

着
し
て
い
る
ス
イ
ス
｡
こ
う
し
た
魅
力
的
な
印
象
を
日
本
へ

持
ち
帰
っ
て
広
め
た
の
が
､
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
に
あ
こ
が

れ
､
戦
前
か
ち
盛
ん
に
ス
イ
ス
を
訪
れ
た
日
本
人
登
山
者
た

ち
で
し
た
｡
な
か
で
も
､
今
回
の
展
示
で
紹
介
す
る
日
本
人

登
山
家
の
ひ
と
り
で
､
ス
イ
ス
で
も
著
名
な
登
山
家
で
あ
っ

た
槇
有
恒
氏
は
､
戦
後
一
時
期
､
自
宅
が
あ
っ
た
横
浜
か
ち
大

町
市
内
に
再
疎
開
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
､
大
町
に
も
大
変

ゆ
か
り
の
深
い
人
物
で
す
｡

会
期
中
に
は
､
ゲ
ス
ト
講
師
を
お
招
き
し
て
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
の
ほ
か
､
展
示
解
説
を
行
う
＼
＼
＼
エ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
な

ど
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
｡
展
覧
会
を
通
し
て
､

登
山
鉄
道
を
中
心
と
し
た
山
岳
観
光
の
国
ス
イ
ス
の
魅
力
を

存
分
に
体
感
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
､
両
国
の
文
化

交
流
の
架
け
橋
に
な
っ
た
日
本
人
登
山
家
た
ち
の
深
い
想
い

を
多
-
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
｡

(
大
町
市
長
)



第57巻　第6号②2012.06.25市立大町山岳博物館

写真1　アイガー･ミ､ノテルレギ稜(東山

穫)の固定ザイルとアイガーの石

館物悼と山

共
同
企
画
展

｢
ス
イ
ス
山
岳
観
光
の
黄
金
期
と
日
本
人

-
そ
の
魅
力
と
文
化
を
伝
え
た
人
々
⊥

展
示
資
料
解
説

市
立
大
町
山
岳
博
物
館

L
0
0
×
W
4
1
5
0
0
=
写
真
1

現
地
の
岩
場
か
ら
固
定
ザ
イ
ル
ご
と
石
を
欠
い
て

き
た
も
の
で
す
｡
ま
る
で
運
動
会
の
綱
引
き
用
の
太
い

網
の
よ
う
な
ザ
イ
ル
は
､
石
に
打
ち
こ
ま
れ
た
固
定
用

の
金
具
に
通
さ
れ
､
し
っ
か
り
す
え
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
｡
こ
の
固
定
ザ
イ
ル
は
昭
和
三
十
六
年
二
九
六
一
)

か
ら
同
六
十
一
年
ま
で
実
際
に
現
地
で
使
用
さ
れ
た
も

の
で
す
｡

平
成
二
十
四
年
三
〇
二
一
)
八
月
に
全
線
開
通
か

ち
百
年
を
迎
え
る
ス
イ
ス
の
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
鉄
道
｡
世

界
中
か
ら
毎
年
約
七
十
万
人
が
利
用
し
､
こ
れ
ま
で
に

約
二
千
三
百
万
人
を
超
え
る
観
光
客
を
乗
せ
て
走
り
続

け
て
き
た
ア
ル
プ
ス
を
代
表
す
る
ス
イ
ス
で
最
も
有
名

な
登
山
鉄
道
で
す
｡

こ
の
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
鉄
道
全
線
開
通
百
周
年
を
記
念

し
､
ス
イ
ス
政
府
観
光
局
と
市
立
大
町
山
岳
博
物
館
の

共
同
企
画
に
よ
る
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
｡

ス
イ
ス
政
府
観
光
局
と
は
以
前
か
ら
ご
縁
が
あ
り
､

平
成
十
二
年
に
当
時
､
ス
イ
ス
政
府
観
光
局
の
事
務
所

内
に
設
置
さ
れ
て
い
た
｢
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
博
物
館
｣

閉
館
に
と
も
な
い
､
収
蔵
す
る
全
資
料
約
二
三
〇
点

を
市
立
大
町
山
岳
博
物
館
に
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
｡
こ
う
し
た
関
係
も
あ
り
､
こ
の
た
び
の
企
画
展

開
催
へ
と
結
び
つ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
｡
な
お
､
ス

イ
ス
ア
ル
プ
ス
博
物
館
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
資
料
に
つ

き
ま
し
て
は
､
経
緯
な
ど
を
含
め
､
本
誌
第
四
六
巻

第
八
号
(
二
〇
〇
一
年
八
月
)
､
第
四
六
巻
第
二
号

(
二
〇
〇
一
年
十
一
月
)
に
詳
し
-
記
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
ご
参
照
-
だ
さ
い
｡

本
展
で
は
､
ス
イ
ス
山
岳
観
光
の
礎
を
築
い
た
ユ

ン
グ
フ
ラ
ウ
地
方
と
､
そ
の
地
域
で
の
山
岳
観
光
の
発

展
と
と
も
に
敷
設
さ
れ
て
い
っ
た
登
山
鉄
道
の
誕
生
に

焦
点
を
あ
て
､
ス
イ
ス
山
岳
観
光
の
黄
金
期
と
も
い
え

る
当
時
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
の
ス
イ
ス
山
岳
観
光

の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
お
伝
え
し
ま
す
｡

ま
た
､
ア
ル
プ
ス
の
山
岳
地
域
へ
登
山
鉄
道
が
伸
び

た
こ
と
で
､
世
界
各
国
の
登
山
家
が
ス
イ
ス
に
集
い
､

数
々
の
日
本
人
登
山
家
も
ア
ル
プ
ス
の
峰
々
に
登
っ
て

い
ま
す
｡
明
治
四
十
三
年
(
一
九
一
〇
)
に
ユ
ン
グ
フ
ラ

ウ
(
標
高
四
一
五
八
m
)
に
登
山
し
て
日
本
人
初
の
ア

ル
プ
ス
四
千
m
峰
登
頂
を
果
た
し
た
加
賀
正
太
郎
や
､

大
正
十
年
(
一
九
二
一
)
に
当
時
未
登
撃
だ
っ
た
ア
イ

ガ
ー
(
標
高
三
九
七
〇
m
)
束
山
稜
を
世
界
で
初
め
て

登
撃
し
た
槇
有
恒
な
ど
､
登
山
を
通
じ
て
ス
イ
ス
の
魅

力
と
文
化
を
日
本
に
伝
え
､
両
国
の
文
化
交
流
の
架
け

橋
に
な
っ
た
人
々
を
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
｡

本
展
の
開
催
に
あ
わ
せ
て
展
示
内
容
を
詳
し
-
ま

と
め
た
展
示
解
説
書
を
別
途
､
編
集
･
印
刷
す
る
予
定

で
す
｡
展
示
内
容
に
関
す
る
各
事
柄
の
詳
細
な
解
説
は

展
示
解
説
書
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
し
､
本
誌
上
で
は
展
示

資
料
の
う
ち
展
示
解
説
書
で
ご
紹
介
し
き
れ
な
い
実
物

資
料
(
モ
ノ
)
の
概
要
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
｡

1
　
第
一
部
山
岳
観
光
の
国
ス
イ
ス

(
-
)
ス
イ
ス
の
山
岳
ガ
イ
ド

①
(
写
真
)
一
八
八
〇
年
当
時
の
グ
リ
ン
デ
ル
フ
ル
ト
の

山
岳
ガ
イ
ド
た
ち
　
当
館
蔵
(
s
A
M
旧
蔵
)
　
L
2
2
7

×
W
2
4
0
0

②
(
写
真
)
一
八
八
七
年
当
時
の
グ
リ
ン
デ
ル
フ
ル
ト
の

山
岳
ガ
イ
ド
た
ち
　
当
館
蔵
(
s
A
M
旧
蔵
)
　
1
2
7
2

×
W
3
4
c
m

③
ス
イ
ス
山
案
内
人
の
手
帳
当
館
蔵
(
s
A
M
旧
蔵
)
　
L

1
5
1
×
W
l
l
 
l
側

未
使
用
の
手
帳
で
､
ド
イ
ツ
語
版
と
フ
ラ
ン
ス
語

版
の
二
冊
｡
こ
れ
ら
は
ス
イ
ス
の
山
岳
ガ
イ
ド
が
携
帯

す
る
公
式
の
手
帳
で
す
｡

④
ス
イ
ス
山
案
内
人
が
持
つ
名
刺
の
例
　
当
館
蔵
(
s
A

M
旧
蔵
)
　
L
5
･
5
×
W
9
･
I
L
4
9
×
W
9
m

⑤
ア
イ
ガ
ー
,
ミ
ッ
テ
ル
レ
ギ
稜
(
東
山
稜
)
の
固
定

ザ
イ
ル
と
ア
イ
ガ
ー
の
石
　
当
館
蔵
(
s
A
M
旧
蔵
)

(
2
)
ス
イ
ス
の
山
小
屋

①
ス
イ
ス
山
小
屋
の
料
金
袋
　
当
館
蔵
(
s
A
M
旧
蔵
)

L
1
6
2
×
W
l
1
4
m

ロ
ー
プ
ホ
ル
ン
･
ヒ
ュ
ッ
テ
の
も
の
で
す
｡

②
ス
イ
ス
山
小
屋
の
設
計
図
　
当
館
蔵
(
s
A
M
旧
蔵
)

L
0
0
4
×
W
4
0
4
0
0

ボ
ラ
ン
デ
ィ
ア
･
ヒ
ュ
ッ
テ
の
も
の
で
す
(
複
写
)
｡

③
ス
イ
ス
山
小
屋
の
増
築
に
関
す
る
計
画
書
　
当
館
蔵

(
s
A
M
旧
蔵
)
　
L
0
0
×
W
2
1
2
c
m

フ
リ
ユ
ン
デ
ン
･
ヒ
ュ
ッ
テ
の
も
の
で
す
(
複
写
)
｡

(
3
)
ス
イ
ス
山
岳
会

①
ス
イ
ス
山
岳
会
の
旗
　
当
館
蔵
(
s
A
M
旧
蔵
)
L
2
7
×

W1 6･5m

ス
イ
ス
山
岳
会
(
s
A
C
=
S
C
H
W
E
I
Z
E
R

A
L
P
E
N
I
C
L
U
B
)
の
エ
ン
ブ
レ
ム
が
描
か
れ

た
細
長
い
三
角
形
の
小
旗
(
ペ
ナ
ン
ト
)
で
す
｡

②
ス
イ
ス
山
岳
会
会
報
『
口
i
e
A
L
p
e
n
H
当
館
蔵
(
s

A
M
旧
蔵
)
　
L
2
3
5
×
W
2
1
m

③
ス
イ
ス
山
岳
会
編
『
D
i
e
≧
p
e
n
M
o
n
a
t
s
b
u
一
l
e
t
i
n

D
e
s
 
S
A
C
I
L
一
一
二
7
7
E
当
館
蔵
(
s
A
M
旧
蔵
)
L

2
4
8
×
W
1
 
7
8
m

(
4
)
ス
イ
ス
の
登
山
用
具

①
ス
イ
ス
製
ピ
ッ
ケ
ル
(
エ
ル
ク
)
　
当
館
蔵
L
8
8
4
×

W2900

昭
和
十
年
頃
､
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
･
エ
ル
ク
(
二
代
目
)

作
｡
旧
蔵
者
が
昭
和
十
年
頃
に
購
入
し
た
も
の
で
す
｡

エ
ル
ク
は
ス
イ
ス
の
べ
ル
ナ
-
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ト
地
方

の
ツ
ヴ
ア
イ
リ
ユ
チ
ネ
ン
の
鍛
冶
職
人
で
し
た
｡
初
代

は
フ
リ
ッ
ツ
･
エ
ル
ク
と
い
い
､
ピ
ッ
ケ
ル
作
り
の
歴

史
は
古
-
､
刻
銘
の
あ
る
ピ
ッ
ケ
ル
鍛
冶
職
人
と
し
て

ほ
初
期
の
人
物
で
す
｡

②
ス
イ
ス
製
ピ
ッ
ケ
ル
(
ヘ
ス
ラ
ー
)
　
日
本
山
岳
会
蔵
･

寄
託
　
L
8
0
9
×
W
0
0
3
0
0

大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
頃
(
一
九
二
〇
-
三
〇
年
代

頃
)
､
ゴ
ツ
ト
リ
ア
べ
･
ヘ
ス
ラ
ー
作
｡
登
山
家
･
洋
画

家
の
上
田
哲
農
(
本
名
･
徹
雄
)
が
使
用
し
た
も
の
｡
ヘ

ス
ラ
ー
は
ヴ
ア
レ
-
地
方
の
レ
ッ
チ
エ
ン
タ
ー
ル
(
レ
ッ

チ
ェ
ン
谷
)
周
辺
の
村
の
鍛
冶
職
人
で
し
た
｡
一
代
限

り
の
ピ
ッ
ケ
ル
鍛
冶
職
人
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
｡

③
ス
イ
ス
製
ピ
ッ
ケ
ル
(
シ
エ
ン
ク
)
　
日
本
山
岳
会
蔵
･

寄
託
　
L
5
0
×
W
2
9
5
m

明
治
末
･
大
正
初
期
か
ち
昭
和
初
期
頃
(
一
九
一
〇

⊥
一
〇
年
代
頃
)
､
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
･
シ
ュ
ン
ク
(
初
代
)

作
｡
登
山
家
･
板
倉
勝
宣
が
使
用
し
た
も
の
｡
シ
ュ
ン

ク
は
べ
ル
ナ
-
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ト
地
方
の
グ
リ
ン
デ
ル

ウ
ル
ト
の
鍛
冶
職
人
で
し
た
｡
機
能
美
を
追
求
し
た
形

は
美
し
-
切
れ
味
に
優
れ
､
道
具
の
域
を
越
え
た
ひ
と

つ
の
芸
術
品
と
し
て
も
完
成
さ
れ
て
い
ま
す
｡
そ
の
作

風
は
日
本
の
ピ
ッ
ケ
ル
鍛
冶
職
人
の
山
内
や
門
田
が
ベ

ン
ト
の
ピ
ッ
ケ
ル
と
と
も
に
モ
デ
ル
と
し
ま
し
た
｡
二

代
目
は
フ
リ
ッ
ツ
‥
シ
ュ
ン
ク
｡

④
ス
イ
ス
製
ピ
ッ
ケ
ル
(
ベ
ン
ト
)
　
当
館
蔵
(
s
A
M
旧

蔵
)
　
L
9
2
×
W
3
1
0
0

大
正
末
･
昭
和
初
期
頃
二
九
二
〇
年
代
頃
)
､
ア
ル

フ
レ
ッ
ト
･
ベ
ン
ト
(
二
代
目
)
作
｡
ア
イ
ガ
ー
の
ミ
ッ

テ
ル
レ
ギ
･
ヒ
ュ
ッ
テ
(
ミ
ッ
テ
ル
レ
ギ
小
屋
)
に
常

設
さ
れ
､
大
正
十
三
年
か
ゝ
ら
昭
和
六
十
年
ま
で
使
用
さ
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写真2　スイス製リュックサック

(キスリング)

＼霊頭駆 ∴∴ 

写真3　加賀正太郎の装備(全身人影)

a 

･＼(㊥三途 劔��

→- ･∵.-∴-- ∴..∴玉手. 劔 

写真4 (左上から)加賀正太郎使用の麻ザイル､ランタン､

ピッケル､ホイッスル､ゲートル､色紙

館物博と山

れ
た
も
の
｡
ベ
ン
ト
は
べ
ル
ナ
-
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ト
地

方
の
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
の
鍛
冶
職
人
で
す
｡
初
代
は

カ
ー
ル
･
ベ
ン
ト
､
三
代
目
は
ア
ル
フ
レ
ッ
ト
･
ベ
ン

ト
(
ジ
ュ
ニ
ア
)
｡
現
在
､
四
代
目
の
ル
ウ
デ
ィ
･
ベ

ン
ト
が
工
場
を
継
い
で
い
ま
す
｡

⑤
ス
イ
ス
製
ピ
ッ
ケ
ル
(
ウ
イ
リ
ッ
シ
ユ
)
　
当
館
蔵

(
s
A
M
旧
蔵
)
　
L
9
5
×
W
3
2
2
0
0

昭
和
初
期
頃
(
一
九
三
〇
年
代
頃
)
､
ヨ
-
ゼ
フ
･

ウ
ィ
リ
ッ
シ
ュ
作
｡
和
田
野
基
が
昭
和
九
年
頃
に
マ
ッ

ク
-
ホ
ル
ン
､
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
な
ど
で
使
用
し
た
も

の
｡
ウ
ィ
リ
ッ
シ
ュ
は
ヴ
ア
レ
-
地
方
の
ツ
ェ
ル
マ
ッ

ト
の
隣
村
テ
ツ
シ
ュ
の
鍛
冶
職
人
で
す
｡
初
代
の
作
風

は
直
線
美
が
特
徴
｡
二
代
目
は
ヨ
-
ゼ
フ
の
甥
に
あ
た

る
マ
ッ
ク
ス
･
ウ
ィ
リ
ッ
シ
ュ
と
ロ
ー
マ
ン
･
ウ
ィ
リ
ッ

シ
ュ
兄
弟
｡
現
在
､
三
代
目
と
な
る
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
･

ウ
ィ
リ
ッ
シ
ュ
と
ゴ
ツ
ト
フ
リ
ー
ト
･
ウ
ィ
リ
ッ
シ
ュ

兄
弟
が
跡
を
継
い
で
い
ま
す
｡

⑥
ス
イ
ス
製
ア
イ
ゼ
ン
当
館
蔵
(
s
A
M
旧
蔵
)
　
L
2
9
5

×
W
1
 
2
3
L
3
2
5
×
W
1
 
2
8
c
m

ベ
ン
ト
作
｡
昭
和
十
年
以
降
に
作
ら
れ
た
も
の

(
一
九
五
五
年
頃
､
三
代
目
ア
ル
フ
レ
ッ
ト
･
ベ
ン
ト

作
か
)
｡
鍛
造
式
の
八
本
爪
で
す
｡

⑦
カ
ラ
ビ
ナ
　
当
館
蔵
(
s
A
M
旧
蔵
二
二
点
)
L
9
･
8
-
-
 
o
X

W
5
-
5
･
3
0
0

⑧
ス
イ
ス
製
ハ
ー
ケ
ン
　
当
館
蔵
(
s
A
M
旧
蔵
)
　
(
四
貞
一

L
1
 
9
-
日
2
m

ベ
ン
ト
作
の
二
本
(
二
代
目
ア
ル
フ
レ
ッ
ト
･
ベ
ン

ト
作
か
)
ほ
か
｡
昭
和
初
期
頃
(
一
九
三
〇
-
四
〇
年

頃
)
ま
で
使
わ
れ
た
も
の
で
す
｡

⑨
ス
イ
ス
製
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
(
キ
ス
リ
ン
グ
)
　
当
館

蔵
　
L
5
5
×
W
4
5
0
0
=
写
真
2

大
正
十
三
年
､
ヨ
ハ
ネ
ス
･
ヒ
ユ
ー
フ
･
キ
ス

リ
ン
グ
作
｡
キ
ス
リ
ン
グ
は
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
の

牛
馬
旦
｢
袋
物
職
人
で
し
た
｡
地
元
の
山
岳
ガ
イ
ド

か
ゝ
ら
依
頼
さ
れ
､
使
い
易
い
よ
う
に
従
来
の
背
負
袋

に
改
良
を
加
え
て
作
ら
れ
た
の
か
こ
う
し
た
形
の

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
で
し
た
｡
そ
の
特
徴
は
蓋
が
な
-

巾
着
の
よ
う
に
口
を
縛
る
こ
と
で
､
荷
物
を
上
に
積

み
あ
げ
て
た
く
さ
ん
背
負
え
た
こ
と
に
あ
り
､
同
形

の
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
が
普
及
し
ま
し
た
｡
展
示
資
料

は
登
山
用
品
専
門
店
･
片
桐
が
旧
蔵
し
て
い
た
も
の

で
す
｡
一
説
に
は
昭
和
四
年
､
二
代
目
･
片
桐
盛
之

助
が
槇
有
恒
と
松
方
三
郎
の
依
頼
を
受
け
､
横
が
蒔

ち
帰
っ
た
キ
ス
リ
ン
グ
作
の
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
モ

デ
ル
に
日
本
で
初
め
て
同
形
の
も
の
を
作
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
｡
そ
の
後
､
｢
キ
ス
リ
ン
グ
｣
と
い

う
呼
び
名
は
日
本
国
内
で
同
形
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
の

代
名
詞
と
な
り
ま
し
た
｡

2
　
第
二
部
登
山
鉄
道
の
誕
生

-
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
鉄
道
の
歴
史
-

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
､
パ
ネ
ル
展
示
の
み
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
(
実
物
資
料
の
展
示
は
あ
り
ま
せ
ん
)
｡

3
　
第
三
部
ア
ル
プ
ス
と
日
本
人

-
日
本
人
の
ア
ル
プ
ス
登
山
-

(
-
)
加
賀
正
太
郎
の
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
登
頂

①
加
賀
正
太
郎
使
用
の
装
備
(
全
身
人
形
-
外
套
､
上

着
､
ズ
ボ
ン
､
鋲
底
登
山
靴
､
ス
ト
ッ
ク
リ
ン
グ

付
ス
テ
ッ
キ
､
腰
掛
)
　
当
館
蔵
　
H
1
2
1
×
W
6
8
帥

=
写
真
3

⑲
ス
イ
ス
製
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
(
ル
ビ
)
　
当
館
蔵
(
s
A

M
旧
蔵
)
　
L
5
8
5
×
W
3
7
5
m

ハ
ン
ス
･
ル
ビ
作
｡
昭
和
三
十
五
年
頃
に
使
用
さ

れ
た
も
の
｡
ル
ビ
は
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
の
袋
物
職
人

で
し
た
｡
ル
ビ
は
こ
う
し
た
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
昭
和

十
五
年
頃
か
ら
多
数
作
り
ま
し
た
｡

⑪
麻
ザ
イ
ル
　
当
館
蔵
(
s
A
M
旧
蔵
)
　
L
約
0
0
m

昭
和
二
十
五
年
頃
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
す
｡

近
代
登
山
黎
明
期
以
降
､
ザ
イ
ル
は
こ
う
し
た
麻
製
が

主
で
し
た
が
､
昭
和
中
期
頃
(
一
九
六
〇
年
代
頃
)
か

ら
ナ
イ
ロ
ン
製
が
使
わ
れ
は
じ
め
ま
す
｡

⑫
ク
レ
ッ
タ
ー
ン
ユ
ー
ズ
　
当
館
蔵
(
s
A
M
旧
蔵
)
　
L

2
8
5
×
W
I
 
0
5
0
0

初
期
の
岩
登
り
用
の
靴
で
す
｡
キ
ャ
ン
バ
ス
生
地

に
フ
ェ
ル
ト
底
で
で
き
た
軽
量
の
靴
で
､
乾
い
た
岩
専

用
と
し
て
昭
和
初
期
頃
(
一
九
三
〇
-
四
〇
年
頃
)
ま

で
盛
ん
に
使
わ
れ
ま
し
た
｡

⑱
ナ
イ
ロ
ン
ザ
イ
ル
　
当
館
蔵
(
s
A
M
旧
蔵
)
　
L
約
8
g

こ
の
ザ
イ
ル
は
ア
イ
ガ
ー
登
撃
な
ど
に
し
ば
し
ば

用
い
ら
れ
た
も
の
で
す
｡

邪
魔
に
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
乗
馬
や
ゴ
ル
フ
､
登
山
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ア
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
｡
ス
ト
ッ

ク
リ
ン
グ
付
ス
テ
ッ
キ
は
､
先
端
部
分
に
尖
っ
た
金
具
(
石

英
)
が
つ
い
て
い
て
氷
河
の
上
な
ど
を
歩
-
と
き
に
役
立

ち
ま
し
た
｡
持
ち
手
側
に
は
折
り
た
た
み
式
の
腰
掛
が
つ

い
て
い
て
､
広
げ
る
と
小
休
止
の
際
な
ど
に
腰
を
下
ろ
せ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
｡

ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
登
山
に
必
要
な
装
備
は
渡
欧
後
､
現
地

で
全
て
買
い
そ
ろ
え
ま
し
た
｡
外
套
上
着
･
ズ
ボ
ン
･
帽
子
･

鋲
底
登
山
靴
は
ド
イ
ツ
の
＼
＼
＼
ユ
ン
ヘ
ン
で
､
麻
ザ
イ
ル
･
ラ

ン
タ
ン
･
ピ
ッ
ケ
ル
は
ス
イ
ス
の
イ
ン
タ
ー
ラ
ー
ケ
ン
で
整

え
て
い
ま
す
｡
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
登
山
後
､
日
本
に
持
ち
帰

ら
れ
た
こ
れ
ら
西
洋
の
登
山
装
備
一
式
は
､
近
代
登
山
黎

明
期
に
あ
っ
た
国
内
の
登
山
界
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
｡

②
加
賀
正
太
郎
使
用
の
麻
ザ
イ
ル
と
ラ
ン
タ
ン
　
当
館

蔵
　
ザ
イ
ル
径
ー
･
2
0
0
､
ラ
ン
タ
ン
W
9
×
H
1
 
8
0
0

明
治
四
十
三
年
の
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
登
山
で
使
用
さ

れ
た
も
の
で
す
｡
こ
れ
は
麻
製
の
編
み
ザ
イ
ル
で
､
一

説
に
は
日
本
に
持
ち
帰
ら
れ
た
最
初
の
ザ
イ
ル
(
登
山

局
)
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
｡
ラ
ン
タ
ン
は
折
り
た
た

み
式
で
､
内
部
背
面
に
は
反
射
板
が
付
き
､
底
面
中
央

部
分
に
ロ
ウ
ソ
ク
入
れ
用
の
穴
が
開
い
て
い
ま
す
｡

③
加
賀
正
太
郎
使
用
の
ピ
ッ
ケ
ル
　
当
館
蔵
L
l
l
O

x
W
2
3
c
m
-
写
真
4

明
治
四
十
三
年
に
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
に
登
山
し
て
日

本
人
初
の
ア
ル
プ
ス
四
千
m
峰
登
頂
を
果
た
し
た
加
賀

正
太
郎
が
､
そ
の
登
山
で
使
用
し
た
も
の
で
す
(
帽
子

と
ソ
ッ
ク
ス
は
参
考
展
示
で
加
賀
正
太
郎
使
用
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
)
｡
外
套
は
､
ロ
ー
デ
ン
ク
ロ
ス
と
い

う
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ー
チ
ロ
ル
地
方
の
伝
統
的
な
紡
毛
織
物

の
生
地
で
で
き
て
い
ま
す
｡
こ
の
生
地
は
油
脂
分
の
残
っ

た
ウ
ー
ル
か
ら
糸
を
紡
い
で
い
て
援
水
性
が
あ
り
､
毛
足

が
長
-
目
が
詰
ま
っ
て
い
る
の
か
特
徴
で
す
｡
柔
ち
か
で

軽
-
､
防
水
･
防
風
性
に
優
れ
た
生
地
で
古
-
か
ら
ハ
ン

テ
ィ
ン
グ
の
防
寒
コ
ー
ト
な
ど
に
仕
立
て
ち
れ
て
い
ま
す
｡

ズ
ボ
ン
は
､
長
さ
が
膝
下
ま
で
で
裾
を
絞
め
る
こ
と
が
で

き
る
ニ
ッ
カ
ボ
ッ
カ
ー
で
す
｡
こ
う
し
た
短
ズ
ボ
ン
は
裾
が

初
代
フ
リ
ッ
ツ
･
エ

ル
ク
作
｡
明
治
四
十
三

年
の
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
登

山
で
使
用
さ
れ
た
も
の

で
す
｡
ピ
ッ
ケ
ル
の
原

型
で
あ
る
手
斧
を
付
け

た
ア
ル
ペ
ン
ス
ト
ッ
ク

の
氷
斧
か
ら
､
登
山
専

用
の
道
具
で
あ
る
ピ
ッ

ケ
ル
へ
と
移
り
変
わ
る

過
渡
期
に
あ
っ
た
ピ
ッ

ケ
ル
で
､
ヘ
ッ
ド
部
分
が

小
ぶ
り
な
の
が
特
徴
で

す
｡
日
本
に
持
ち
帰
ら

れ
た
最
初
の
ピ
ッ
ケ
ル

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
｡
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館物博と山

加
賀
正
太
郎
使
用
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
　
当
館
蔵
　
1
5
･
7
×

W
2
,
4
m
-
写
真
4

加
賀
正
太
郎
使
用
の
ゲ
ー
ト
ル
　
当
館
蔵
1
2
6
0

×
W
H
c
m
-
写
真
4

英
国
を
代
表
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
ひ

っ
で
あ
る
バ
ー
バ
リ
ー
製
で
す
｡
渡
欧
後
､
ロ
ン
ド

の
本
店
で
購
入
し
た
も
の
で
し
ょ
う
か
｡

⑥
加
賀
正
太
郎
旧
蔵
の
柳
行
李
　
当
館
蔵
L
0
0
×
W
4
0

×
H
2
5
0
0

明
治
四
十
三
年
の
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
登
山
で
使
用
し

た
服
装
を
帰
国
後
､
収
納
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
｡

上
蓋
と
下
蓋
の
外
面
に
は
そ
れ
ぞ
れ
｢
加
賀
正
太
郎
｣

の
墨
書
が
あ
り
､
上
蓋
の
側
面
に
は
｢
正
太
郎
主
人

一
九
一
〇
年
　
洋
行
中
ア
ル
プ
ス
行
　
記
念
着
(
類
)
｣

の
貼
紙
が
あ
り
ま
す
｡

⑦
加
賀
正
太
郎
旧
蔵
の
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
　
当
館
蔵
L
5
0

×
W
4
5
c
m

･
､
＼
ズ
ノ
製
｡
こ
の
キ
ャ
ン
バ
ス
地
の
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
は
比
較
的
新
し
い
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
､
縫
い
付

け
ち
れ
た
｢
R
.
R
.
M
L
Z
U
N
O
8
z
C
o
.
.
L
T
D
(
カ
ッ

プ
マ
ー
ク
)
　
○
カ
A
D
E
 
M
A
R
K
 
M
A
D
E
 
H
Z

J
A
P
>
Z
L
と
い
う
タ
グ
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
昭
和
初
期

頃
の
も
の
か
と
思
わ
れ
ま
す
｡

⑧
色
紙
　
当
館
厳
し
2
7
×
W
2
4
0
0
=
写
真
4

昭
和
二
十
五
年
十
一
月
十
日
､
加
賀
正
太
郎
の
日

本
山
岳
会
名
誉
会
員
を
祝
す
｢
輝
-
山
友
の
集
ひ
｣
　
に

お
け
る
寄
書
き
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
｡

(
2
)
標
石
恒
の
ア
イ
ガ
ー
東
山
稜
初
釜
撃

①
標
石
恒
使
用
の
革
ベ
ス
ト
　
日
本
山
岳
会
蔵
･
寄
託

L
5
3
×
W
4
0
側
=
写
真
5

大
正
十
年
に
当
時
未
登
撃
だ
っ
た
ア
イ
ガ
ー
束
山
稜

を
世
界
で
初
め
て
登
撃
し
た
標
石
恒
が
そ
の
登
山
で
使
用

し
た
も
の
で
す
｡
内
側
に
｢
Y
.
M
A
K
E
 
E
i
g
e
｢
3
9
7
5

0
-
G
S
E
P
T
L
O
t
h
L
9
2
L
l
の
サ
イ
ン
あ
り
｡

②
標
石
恒
使
用
の
パ
イ
プ
　
日
本
山
岳
会
蔵
･
寄
託
1
1
 
1

×
W
3
帥
=
写
真
5

大
正
十
年
の
ア
イ
ガ
ー
束
山
稜
初
登
撃
で
使
用
し
た
も

の
｡
収
納
袋
付
｡
大
正
十
四
年
の
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
･
ロ
ッ
キ
ー

の
ア
ル
バ
-
タ
初
登
頂
時
と
昭
和
三
十
一
年
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
時
で
も
使
用
し
た
愛
用
の
品
で
す
｡

③
標
石
恒
使
用
の
ソ
ッ
ク
ス
　
日
本
山
岳
会
蔵
･
寄
託
1
5
3

×
W
2
2
0
0
=
写
真
5

大
正
十
年
の
ア
イ
ガ
ー
束
山
稜
初
登
撃
で
使
用
し

た
も
の
｡
毛
糸
製
､
半
足
｡
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
の

娘
た
ち
が
心
を
込
め
て
編
ん
で
く
れ
た
も
の
で
す
｡

後
年
､
こ
の
ソ
ッ
ク
ス
の
ほ
か
､
草
ベ
ス
ト
と
パ
イ

プ
と
い
っ
た
ア
イ
ガ
ー
初
登
撃
時
の
記
念
の
品
々
を

横
か
ち
授
か
っ
た
佐
藤
久
一
郎
(
慶
應
義
塾
山
岳
部
O

B
で
横
の
後
輩
に
あ
た
る
)
は
初
登
撃
か
ら
半
世
紀
ぶ

り
に
､
ソ
ッ
ク
ス
を
編
ん
だ
当
時
の
娘
さ
ん
た
ち
(
ち

婆
さ
ん
た
ち
に
な
っ
て
い
た
)
を
ス
イ
ス
に
訪
ね
て
い

ま
す
｡
｢
ヘ
ル
槙
を
知
っ
て
い
ま
す
※
｣
　
と
い
っ
て

歓
待
さ
れ
た
り
､
横
か
ら
託
さ
れ
た
品
を
届
け
る
と

包
み
を
解
き
な
が
ら
涙
ぐ
ん
だ
り
し
た
と
い
い
ま
す
｡

グ
リ
ン
デ
ル
ウ
ル
ト
の
人
々
に
横
が
い
か
に
愛
さ
れ

て
い
た
か
を
伝
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
ひ
と
つ
で
す
｡

※
｢
ヘ
ル
-
顕
の
｢
｢
｣
は
ド
イ
ツ
語
で
｢
さ
ん
｣
｢
氏
｣
な
ど
男
性
に
対
す
る

敬
称
｡

④
標
石
恒
使
用
の
ピ
ッ
ケ
ル
　
日
本
山
岳
会
蔵
･
寄
託
1

2
2
8
×
W
3
2
3
0
0
=
写
真
5

シ
ャ
フ
ト
部
分
は
な
-
､
ヘ
ッ
ド
部
分
の
み
｡

初
代
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
‥
シ
ュ
ン
ク
作
で
､
｢
Y
‥

M
A
K
T
｣
　
の
金
象
厳
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
｡

⑤
標
石
恒
の
著
書
『
山
行
』
　
当
館
蔵
(
s
A
M
旧
蔵
)
L

2
1
5
×
W
1
5
7
帥

岡
書
院
､
昭
和
二
十
七
年
発
行
-
初
版
｡
自
筆
礼

文
入
り
｡

⑥
標
石
恒
の
著
書
『
わ
た
し
の
山
旅
』
　
当
館
蔵
L
1
 
7
3

×
W
I
O
5
億

岩
波
書
店
､
昭
和
四
十
三
年
発
行
-
初
版
｡

⑦
標
石
恒
の
書
簡
　
当
館
蔵
　
(
便
箋
)
L
貸
W
1
 
7
5
m

昭
和
二
十
九
年
､
麟
信
苑
｡
知
人
の
登
山
案
内
の

依
頼
の
手
紙
で
す
｡

⑧
標
石
恒
等
の
色
紙
当
館
蔵
　
(
額
寸
)
L
4
7
5
×
W
3
5
5
c
m

額
入
｡
昭
和
五
十
一
年
､
清
水
悟
郎
苑
｡
｢
山
を
尊
び

山
を
愛
し
　
山
と
共
に
生
-
｣
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
｡

槇
有
恒
は
太
平
洋
戦
争
後
､
昭
和
二
十
年
十
月
か
ら

同
二
十
二
年
十
一
月
ま
で
長
野
県
大
町
市
常
盤
泉
仏
崎

に
､
地
元
大
町
の
百
瀬
慎
太
郎
の
手
引
き
に
よ
っ
て
､
奥

さ
ん
と
息
子
さ
ん
の
一
家
三
人
で
再
疎
開
し
て
い
ま
し

た
｡
戦
時
中
の
空
襲
で
横
浜
の
自
宅
と
家
財
の
一
切
を
失

い
､
国
策
の
拓
殖
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
侵
略
に

協
力
し
た
と
し
て
戦
後
､
G
H
Q
(
連
合
国
軍
縮
司
令

部
)
か
ら
公
職
追
放
の
処
置
を
受
け
､
住
居
も
仕
事
も
な

-
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
再
疎
開
で
し
た
｡
再
疎
開
先
と

な
っ
た
個
人
宅
で
は
､
槇
一
家
に
離
れ
を
提
供
し
ま
し
た
｡

(
3
)
秩
父
宮
究
仁
親
王
の
ア
ル
プ
ス
登
山

①
秩
父
宮
使
用
の
鋲
底
登
山
靴
　
日
本
山
岳
会
蔵
･
寄
託

L
3
 
1
×
W
l
 
l
x
H
2
9
c
m
=
写
真
5

秩
父
宮
羅
仁
親
王
は
大
正
天
皇
の
第
二
皇
子
で
､
昭
和

天
皇
の
弟
宮
に
あ
た
り
ま
す
｡
｢
山
の
宮
様
｣
　
｢
ス
ポ
ー
ツ

の
宮
様
｣
と
呼
ば
れ
､
ス
キ
ー
や
登
山
､
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
を
愛
好
し
､
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
ご
尽
力
さ
れ

ま
し
た
｡
英
国
留
学
中
の
昭
和
元
年
夏
､
槇
有
恒
と
松
方

三
郎
(
登
山
家
･
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)
ら
が
同
行
し
て
マ
ッ

ク
-
ホ
ル
ン
な
ど
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
の
峰
々
へ
登
山
し
ま

し
た
｡
こ
の
鋲
底
登
山
靴
を
は
じ
め
､
毛
手
袋
と
サ
ン
グ

ラ
ス
は
そ
の
と
き
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
｡

②
秩
父
宮
使
用
の
毛
手
袋
　
日
本
山
岳
会
蔵
･
寄
託
L
2
4

×
W
I
O
m

③
秩
父
宮
使
用
の
サ
ン
グ
ラ
ス
(
ケ
ー
ス
付
)
　
日
本
山

岳
会
蔵
･
寄
託
　
L
1
2
1
×
W
6
0
0
=
写
真
5

④
松
方
三
郎
の
著
書
『
ア
ル
プ
ス
記
』
　
当
館
蔵
L

1
 
9
7
×
W
1
 
3
6
c
m

龍
星
閣
､
昭
和
十
二
年
発
行
=
初
版
｡

秩
父
宮
が
山
に
対
し
て
造
詣
が
深
か
っ
た
こ
と
や
日

本
学
術
振
興
会
の
総
裁
を
歴
任
さ
れ
た
こ
と
か
ら
､
昭
和

三
十
八
年
度
か
ら
平
成
七
年
度
ま
で
､
秩
父
宮
記
念
学
術

賞
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
｡
同
賞
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
も

と
づ
い
た
山
に
関
す
る
研
究
成
果
に
対
し
て
贈
ら
れ
て
き

ま
し
た
｡
昭
和
四
十
年
に
は
市
立
大
町
山
岳
博
物
館
の
｢
山

に
関
す
る
科
学
の
進
歩
に
つ
い
て
の
著
し
い
貢
献
｣
に
対
し

て
第
二
回
秩
父
宮
記
念
学
術
賞
が
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
｡

平
成
十
年
か
ら
は
､
秩
父
宮
と
同
妃
を
記
念
し
た
｢
秩
父

宮
記
念
山
岳
賞
｣
が
新
た
に
創
設
さ
れ
､
山
岳
に
対
す
る

研
究
や
活
動
で
顕
著
な
業
績
を
挙
げ
た
団
体
や
個
人
に
対

し
て
同
賞
が
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
｡
【
文
中
､
敬
称
略
】

(
市
立
大
町
山
岳
博
物
館
学
芸
員
　
関
悟
志
)

主
要
参
考
文
献

加
賀
正
太
郎
｢
欧
州
ア
ル
プ
ス
越
へ
｣
面
童
第
六
年
第
二
号

(
日
本
山
岳
曾
事
務
所
､
一
九
二
)

布
川
欣
二
登
山
史
を
語
る
山
道
具
-
②
｣
　
吊
と
渓
谷
M
五
八
四

(
山
と
渓
谷
社
､
一
九
八
五
)

大
塚
融

｢
近
代
洋
風
数
奇
者
･
加
賀
正
太
郎
｣
吊
と
博
物
館
三
塁
元
巻
第
三
号

(
大
町
山
岳
博
物
館
､
一
九
九
四
)

保
阪
正
康
著
『
秩
父
宮
昭
和
天
皇
弟
富
の
生
涯
』

(
中
央
公
論
新
社
､
二
〇
〇
〇
)

槇
有
恒
著
『
わ
た
し
の
山
旅
』
　
(
岩
波
書
店
､
二
〇
〇
二
)

｢
特
集
槇
有
恒
と
マ
ナ
ス
ル
｣
　
『
山
と
渓
谷
』
‰
八
五
二

(
山
と
渓
谷
社
､
二
〇
〇
六
)

諏
訪
部
豊
｢
世
界
の
ピ
ッ
ケ
ル
鍛
冶
概
説
｣
　
『
日
本
山
岳
文
化
学

会
論
集
』
第
二
号
(
日
本
山
岳
文
化
学
会
､
二
〇
〇
五
)

【
註
一
｢
s
A
M
旧
蔵
｣
と
表
記
し
た
資
料
は
､
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
博
物
館
旧
蔵
質

料
で
す
｡
資
料
名
称
は
原
則
と
し
て
所
蔵
先
の
呼
称
に
よ
り
ま
す
が
､
一

部
統
一
を
図
る
た
め
に
変
更
し
ま
し
た
｡

山
と
博
物
館
　
第
5
 
7
巻
　
第
6
号

二
〇
一
二
年
六
月
二
十
五
日
発
行

〒
酬
長
野
県
大
町
市
大
町
八
〇
五
六
-
一

3
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一
'
五
〇
〇
円
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料
含
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(
切
手
不
可
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郵
便
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替
口
座
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五
四
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-
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-
三
三
九
三


